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1）「状態一括」の入力漏れがなくなり，状態
変化時，リアルタイムに変更入力ができてい
る.（コストに直結する部分はできている）
2）入院時，状態変化時，看護計画の「領域5知
覚/認知」のアセスメント要約の入力が不充分
である.
3）身体拘束の状態変化時，「状態一括」とカンファ
レンス内容は入力するが，看護計画への入力が
不充分である.
Ⅴ．考　察
　当院の認知症ケアマニュアルを熟読して，完全
に理解している人は少数だと考える．認知症ケア
加算についてチェック漏れが多く，周知されてい
なかったため，3つの対策を検討した．1つ目は，
認知症フローチャートが手元に常備されていれば
マニュアルを調べる手間が省け，使用しやすくな
ると考え，パウチしたフローチャートを各ノート
パソコンに吊るした．また，認知症認定看護師の
方から，さらにわかりやすい内容のフローチャー
トも頂き，追加したことで活用しやすくなった．
2つ目は，「にんにん通信」を発行し各自へ配布し，
スタッフが知識を共有できるようにした．これ
は，病棟での勉強会という特別な時間を設けずに
自分のペースで参考にできること，スタッフが間
違えやすい点や疑問点がクローズアップされ，ポ
イントをわかりやすく伝えることでスタッフの意
識を高める要因の一つになったと考える．3つ目
は，週1回，認知症カンファレンスを行った．入
退院のペースが早い過程において，受け持ち看護
師に任されていても逸脱してしまうことがある．
状態の変化を見逃がすことなく週1回リアルタイ
ムに評価ができ，身体拘束カンファレンスと同時
に行うことができた．スタッフ全員で「状態一
括」が適切であるか，チェック漏れの患者がいな
いか，看護計画が適切であるかを評価することが
できた．また，個人では迷い判断しにくかったこ
とが，カンファレンスを行うことで認知症フロー
チャートに従って判定できるようになったと考え
る．カンファレンスの時間に限りがあるので，各
ペア看護師で担当患者の1日1評価や「領域5知覚/
認知」のアセスメント要約の入力の有無をチェッ
クし，看護計画の変更を含め，受け持ち看護師へ
入力の伝言をしてもらった．伝言することで互い
に理解も深められた．他の入力に精一杯で，看護
計画まで入力ができないという意見もあったが，
今後，慣れてくれば記録が充実すると考える．
　「領域5知覚/認知」のアセスメントにおいて，
家族が本人の忘れやすさは年相応だと入院時に答
えている場合，診断されていないだけの隠れ認知
症や認知症だと認めたくない家族の心理が隠され
ている可能性がある．高齢者では，入院中に手術
などのストレスが加わり，環境の変化で状態が変
化しやすいことを認識しておくとよいと考える．
　アンケート結果では，認知症カンファレンスを
開始後1ヶ月時点でのアンケートだったこともあ
り，対策前後で数字的に明らかな効果は得られな
かった．対策前のアンケート時点では理解してい
るつもりでいたが，知らなかったことに気付いた
スタッフがいて数字が変化した可能性もある．し
かし，認知症カンファレンスで認知症ケア加算に
対する意識が高まり，認知症の日常生活自立度の
判断がしやすくなったとスタッフの半数以上が回
答している．また，認知症カンファレンスは継続
した方がよいとスタッフ全員の賛同を得られたの
で，今後の効果に期待する．
Ⅵ．おわりに
　今回，コストの取得を重視しコストに直結する
部分は漏れなく入力できるようになった．本来，
認知症ケア加算は多職種が適切に対応し，症状の
悪化を予防し治療が円滑に受けられることを目的
とした評価である．課題として，実施したことを
記録に残し，次に役立つための看護計画やアセス
メント要約の入力が確実にできるように努力して
いきたい．
　今後も認知症カンファレンスを継続し，スタッ
フ全員で認知症患者へより良いケアができるよう
に実践にも力を入れていきたい．
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